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まんが作業療法物語 ～福祉用具・環境調整編～

教えて!作業療法「今すぐ役立つ自助具の紹介」

インタビュー：松本 奈穂 氏（株式会社フロンティア）

施設紹介：医療法人 小寺会 佐伯中央病院

　　　　　臼杵市医師会介護老人保健施設 南山園

作業療法 啓発普及活動の紹介

九州理学療法士・作業療法士合同学会 2015 in 大分

以心DEN心
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No.18
2016.5.12
発行DEN

公益社団法人 大分県作業療法協会 広報誌

作業療法を伝える
NEWS&COMMUNICATION

公益社団法人 大分県作業療法協会



1



2



3



4



5



教えて！教えて！
作業療法

今すぐ役立つ自助具の紹介
自助具とは、事故や病気などによる麻痺や、加齢による身体機能の低下が原因で、

動作の困難さを補う為の道具や装置のことをいいます。作業療法士は、一人一人の日
常生活動作 ( 食事・整容・入浴・更衣など ) や余暇活動を評価し、今ある能力を十分に
生かすことができる自助具の作成・選定をさせて頂きます。今回は、その中の一部を
紹介します。

お箸で食べ物を挟むことが難しくなった… そんな方にはこれ!!

ボタンを留めにくい、靴下を上手く履けない･･･ そんな方にはこれ!!

片手に麻痺のある方や
　　薬の袋を一人で破れない･･･

爪が切れない･･･
　　そんな方にはこれ!!

片手が使えない、すくいにくい… そんな方にはこれ!!

バネがついてあり、少しの力で
お箸の開閉が簡単に行え、食べ物
を挟むことができます。最近では、
100円均一のお店にも同じような
ものが置いてあるよ。

仕切りがついたお皿や、すくい
やすいように側面に角度がついた
お皿もあるよ !　お皿が滑りやす
いときは滑り止めマットも一緒に
使うともっと食べやすくなるよ!

指先の力が弱い方などに使用します。爪切りを
固定し、手のひらで押して切ることができます。

クリップに薬
袋を挟み、あと
は吸盤を机に固
定するだけ !

片手でもはさ
みや手で薬袋を
ちぎれるよ！

●ボタンエイド(左)
細かい手作業が難しい方や、しびれ

がある方などに使用します。

●ソックスエイド(右)
足先まで手が届かない方には事前

にセットした靴下に足を入れ引っ張
るだけで靴下が履けるんです!
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Naho Matsumoto

作業療法に活かす
　　〜福祉用具プランナーとして〜

インタビュー

株式会社フロンティア 大分営業所
作業療法士

松
ま つ

本
も と

 奈
な

穂
ほ

氏

●‌�今回は福祉用具貸与・販売事業所で働いている作業療法士 松本奈穂氏に話を
聞きました。

Q１. 福祉用具貸与・販売事業所で働こうと思ったきっかけを教えてください。
A‌ 　私は以前、病院の回復期病棟で働いていました。そこで退院に向けて住宅訪問や家屋調査、担当者
会議など積極的に行っていました。もちろん福祉用具の紹介をしていましたが、病院にある限られた
福祉用具の中で、本当に正しい福祉用具を選定できているのかという疑問が湧いてきました。そこで、
福祉用具プランナーの資格取得に挑戦
し、より知識を深めたいと思いました。

　　さらに退院までは手厚い支援が行え
ていましたが、退院した後に患者さん
の様子を知る機会は少なく、地域で生
活する方により近い環境で仕事をした
いと思ったのがきっかけです。そんな
とき、福祉用具を取り扱う事業所で作
業療法士を募集していることを知り、
チャレンジしてみようと思いました。

Q２. 今までの経験を現在の職場でどのように活かしていますか？
A‌ 　作業療法士が福祉用具を取り扱う事業所で働くことは、疾患・障害・生活の幅広い視点から評価し、
リスク管理を含めて、その方の最大限の力を発揮できる福祉用具を提案できることが強みだと思い
ます。この職場で働くようになり、今まで知らなかったたくさんの福祉用具を知ることができました。
さまざまな福祉用具の選択肢が広がっているなかで、その用具の特性を十分に理解した上でご利用
者様に提案することができています。
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PROFILE

※地域ケア会議
市町村や地域包括支援センターが主催する会議で、医療や介護分野など多職種の支援者が協働して高齢者が
地域で生活する上での課題の解決を図るとともに、介護支援専門員の自立支援に資するケアマネジメントの
実践力を高めることを目的として開かれています。

松
まつ

本
もと

　奈
な

穂
ほ

2008 年　大分リハビリテーション専門学校卒業
2008 年　明野中央病院入職
2015 年　株式会社フロンティア 大分営業所入社

勤務先
施 設 名：株式会社フロンティア 大分営業所
所 在 地：〒870-0850 
　　　  　大分県大分市賀来西1丁目5番16号 
電　　話：０９７－５４９－１５８４

Q３. 実際にどのような働きをしていますか？
A‌ 　病院で働いているときに感じていた「退院後の生活の様子がわからない」ということは私だけでなく、
ほとんどのセラピストが感じているということもわかってきました。そこで退院後の生活の様子を評
価・フォローアップし、関係機関や担当セラピストにフィードバックをする取り組みを行っています。

　　入院中から関わることができれば、家屋調査への同行や退院前カンファレンスへ参加させていただき、
患者さんの身体機能や生活の様子、リハビリの経過や退院後の注意点等を把握した上で、訪問を行う
ことができ、より具体的なフィードバックができるようになると考えています。時には弊社で行った家屋
調査の結果を医療機関に情報提供し、退院に際しての問題点の解決や円滑な退院支援が行えるように
協力していきたいと考えています。

　　また、実際にご自宅を訪問し、ご利用者の状態やご希望に合わせて福祉用具の選定・調整をしてい
ます。担当ケアマネジャーさんとも連携を図り、その方の疾患・障害・生活の情報を伺った上で選定
を行うようにしています。家族や地域の支援者は、どのように介助をしてよいかわからず過介助となっ
たり、恐る恐る関わっていることも多く、どの程度の活動は大丈夫なのか、リスク管理も含め使い方
の指導や助言も具体的に行うようにしています。

Q４. 今後の展望を教えてください。
A　医療と介護の連携が必要とされているなかで、まだまだ連携
が取れていないのが現状です。病院での経験を活かしながら医療
と地域の架け橋になっていきたいと考えています。退院後に使用
する福祉用具を入院中から使用することで、退院後の環境変化で
のADL低下を防ぐことが出来ます。そのためにも入院中から福
祉用具の選定を担当セラピストと協力して行い、スムーズに退院
につなげていけるよう努めたいと思います。
　また、様々な地域に出向いて行くと、地域格差や環境の違いに
気付かされることがあります。どのような地域でも生活機能が低
下することなく生き生きと暮らせるよう支援していきたいと思い
ます。地域ケア会議※などにも積極的に参加していきたいです。

8



医療法人 小寺会
佐伯中央病院
所 在 地： 〒876-0851  大分県佐伯市常盤東町6番30号
　　　　　TEL 0972-22-8846　FAX 0972-22-8844

診療科目：内科、糖尿病内科、整形外科、脳神経外科、
　　　　　緩和ケア内科、リハビリテーション科、
　　　　　循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、
　　　　　形成外科、麻酔科

対象疾患：運動器疾患、脳血管疾患、呼吸器疾患

病 床 数：一般病棟（59床）、地域包括ケア病床（15床）、
　　　　　回復期リハ病棟（58床）、緩和ケア病棟（17床）
リハビリテーションスタッフ：
　　　　　作業療法士（13名）、理学療法士（22名）、
　　　　　言語聴覚士（3名）、健康運動指導士等（4名）

関連施設：地域包括ケアセンター「佐伯の太陽」、
　　　　　介護老人保健施設「鶴見の太陽」、
　　　　　特別養護老人ホーム「彦岳の太陽」、
　　　　　診療所「彦陽クリニック」、「鶴見診療所」、
　　　　　「米水津診療所」

施設紹介
美しい山々と海に囲まれ、日本一の清流、番匠川が流れる街、佐伯市。その自然豊かな街に佐伯中央病院はあります。本

年３月には東九州自動車道が開通したことで、県内は全線開通となり、交通の利便性も格段に向上しました。当院は糖尿
病を中心とする一般内科治療、リハビリテーション、緩和ケアとこれまでの医療体制に加え、整形外科・脳神経外科の新
たな診療科を立ち上げ、更なる医療の充実を図っております。本年４月より二次救急医療機関に加わり、６月には地域包
括ケアセンター「佐伯の太陽」を開設し、これまで以上に医療・介護・福祉を充実させ、地域の方々へ質の高いサービスを
提供していきたいと考えています。

　　

テーマ：環境調整や福祉機器を使用している事例紹介
当院では、患者様の自宅退院後の日常生活動作（ADL）を想定し作業療法を行うために「ADL シミュレーター」を導入

しています。これは患者様の自宅に近い環境を作るため、また手すりなどの住宅改修を検討するために使用されます。
例えば脳卒中の方の入浴動作においては、浴槽をまたぐ際にバランスを崩したり、足の引き上げが困難となりやすい

ため、シミュレーターで浴槽に入る手段の検討を行います。またより安全に動作を行うために、簡易手すりやシャワー
チェア、浴槽台などの福祉用具を使った練習を行
います。入浴は、もちろん「体を清潔に保つ」意味
がありますが、それ以上にお風呂に入ること自
体を「楽しみ」にしている方は非常に多くいらっ
しゃいます。そういった患者様の想いを大事にし
た作業療法を行っています。

OT集合写真

施
設
紹
介

作
業
療
法
に
お
い
て
環
境
調
整
に
取
り
組
む
施
設

記事担当者／緒方 貴裕

高さ調整後の立位での移乗 浴槽内環境設定

バスボード移乗 立位での移乗
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施設紹介
当施設は平成 8 年 6 月に開設、平成 22 年 10 月には、臼杵市医師会介護老人保健施設南山園として再出発しました。

地域中核病院であるコスモス病院をはじめ、各関連施設や行政、他事業所との連携により在宅生活支援に取り組んでい
ます。今回は通所リハビリテーションの紹介をします。ここではご利用者が一日を通して活動的に過ごせるよう運動を
中心とした個別・集団プログラムを実施しています。また生活課題やそれを克服するため積極的に自宅訪問（年間150 件
以上）を行い、カンファレンスなどを通じ関係者に情報提供していることも特徴の一つです。生活課題は様々ですが必要
に応じて福祉用具の選定を行っています。

　　

事例紹介
A さんは進行性の病気であり、利用開始時は掃除や洗濯など主婦としての役割をされていました。しかし病気の進行

に伴い歩くことが困難となり車椅子の生活となりました。「トイレだけは自分で行きたい」との想いを聞き車椅子の練
習をしましたが上手くいきません。そこで福祉用具貸
与事業所に連絡し、A さんの体、自宅の環境に適した
半オーダーメイドの車椅子を提供しました。これによ
り自走ができトイレにも行けるようになりました。病
気の進行は A さんのできることを奪ってしまいますが、
こうした代償手段によって再び取り戻せることもあり
ます。今後もご家族や A さんに関わる様々な方々と連
携し、A さんの在宅生活を支えていきたいと思います。

臼杵市医師会介護老人保健施設
南山園
所 在 地：〒875‐0042  大分県臼杵市大字海添250番地
　　　　　TEL 0972-62-8151　FAX 0972-62-8152

介護老人保健施設：86名

通所リハビリテーション：40名

介護予防通所リハビリテーション：20名

リハビリ職員数：6名（うち作業療法士2名、理学療法士4名）

関連施設：臼杵市医師会立コスモス病院、
　　　　　訪問看護ステーションコスモス、
　　　　　コスモス介護支援センター、
　　　　　コスモスケアステーション、
　　　　　地域包括支援センターコスモス、
　　　　　市民健康管理センター

リハスタッフ

記事担当者／真田 康孝

自宅訪問で目標として
いた階段を上る様子

福祉用具貸与事業所との車椅子調整の様子

ご本人、関係者が集まって行うカンファレンスの様子

運動を行っている様子

施
設
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設
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作業療法 啓発普及活動の紹介
＊2015年5月～11月＊

大分県作業療法協会では、県民の皆様の健康や福祉に寄与できるよう作業療法の
啓発普及に努め、様々な事業に取り組んでいますのでご紹介いたします。

城下カレイ祭り
開催日：平成27年5月17日（日）
場　所：日出町
活動内容：くす玉作り、福祉用具体験、
　　　　障がい体験
参加いただいた方々の笑顔が見られ、私たちも楽しい時間を
過ごすことができました。

作業療法フェスタ2015
開催日：平成27年8月30日（日）
場　所：パークプレイス
活動内容：パネル展示、作業療法
クイズ、うちわ作り
パネルを展示し多くの見学者に
健康増進の必要性を啓発するこ
とができました。

リレーフォーライフ
開催日：平成27年10月10日（土）〜11日（日）
場　所：大分スポーツ公園広場
　　　　大芝生広場
活動内容：リレーウォーク、
　　　　応援フラッグ作り
スタートからゴールまで無事にリ
レーを継続することが出来ました。

日田市市民健康福祉まつり
開催日：平成27年10月11日(日)
場　所：パトリア日田
活動内容：フラッグ作り
幅広い年齢層の方々に参加して頂き作業療法を知って頂く
良い機会になりました。

さいき交通安全フェスタ
開催日：平成27年10月25日（日） 8：30～15：00
場　所：佐伯自動車学校
活動内容：プラ版作り
作業の楽しさや特性を説
明し作業療法について
知って頂く良い機会にな
りました。

センターまつり＆
げんきフェア2015
開催日：平成27年11月1日（日）
場　所：大分県社会福祉介護研修センター
活動内容：フラッグ作り、プラ版作り
作業を通して作業療法の説明を行うことができました。
　　　

大分大学開放イベント
開催日：平成27年11月１日（日）
場　所：大分大学
活動内容：フラッグ作り
就職を控えた子どものことを考えてい
る家族からの質問が多くありました。
　　　

ふるさとまつり
開催日：平成27年11月8日（日）
場　所：豊後大野市三重町　
　　　　大原総合体育館
活動内容：うちわ作り、作業療法クイズ、興味関心チェック
　　　　リストによるアンケート

「今年も来たよ」と声を掛けて頂き、継続して参加する事の重要
性を確認することができました。
　　　

春日まつり
開催日：平成27年11月8日(日)
場　所：王子中学校
活動内容：フラッグ作製、相談窓口
来場者は地域の方々が多く改めて地域事業の参
加は重要な事業であることが認識できました。
　　　

ジョブカフェ大分
開催日：平成27年11月12日（木）
場　所：大分県立別府翔青高等学校
内　容：講義『作業療法士とは？』
多くの高校生が「作業療法士」に関心を持ち、聴講して頂きました。
　　　

もみじ祭り
開催日：平成27年11月23日（月）
場　所：臼杵市 白馬渓もみじまつり
活動内容：フラッグ作り
地域の方と交流が図れ、作業療法の啓発が行えたと感じました。
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平成27年11月14日・15日、B-Con Plaza（別府国際コンベンションセンター）
にて、「九州理学療法士・作業療法士合同学会2015」を開催しました（29回の会
議を重ね学会当日を迎えました）。1,432 名（運営スタッフ268 名除く）という
多くの方にご参加いただき、盛会に終了することができました。学会開催にあた
り、公益社団法人大分県作業療法協会の協会員の皆様には運営スタッフとして
ご協力いただき誠にありがとうございました。

約2年前に準備委員会を立ち上げ、「社会情勢が変化する中、自分たち（理学療
法士・作業療法士）は変化にどう取り組んでいかないといけないのか」という想
いから、大会テーマを「Life ～未来を切り拓く力～」とし、様々な議論を重ねてき
ました。その結果、講師には、地域の中で活躍している理学療法士・作業療法士
を招聘し、シンポジウム形式での講演をお願いしました。参加者からは「各々の
専門的な取り組みが理解できました」「地域の中で何ができるか考えるきっか
けになりました」等の肯定的意見が聞かれ準備委員一同安堵いたしました。

また、今回の学会では２つの新たな取り組みを行いました。１つ目は、優秀演
題の選出と表彰です。これには準備委員会の予想を上回るエントリーと330演
題の発表につながりました。２つ目は、談話室の設置です。設置目的は発表終了
後に発表者と座長がディスカッションできる場を設け、相互の研鑽を促すこと
です。当日は、どこの談話室でも活発な討論が繰り広げられていました。

今回の学会では、大分県内の「理学療法士」と「作業療法士」の抜群のチーム
ワークで、大分らしい大会が開催できたのではないかと思います。

最後に、「九州理学療法士・作業療法士合同学会 2015」に携わっていただい
た（運営スタッフ・発表者・準備委員など）全ての方に感謝申し上げます。ありが
とうございました。

「九州理学療法士・作業療法士合同学会2015 in大分」の企画・運営にあたって
事務局長　佐藤　暁（井野辺病院）

●開催日時：平成27年11月14日（土）・15日（日）
●開催場所：B-Con Plaza（別府国際コンベンションセンター）
●参加者数：1,432名（運営スタッフ268名除く）

九州理学療法士・作業療法士合同学会
2015 in 大分
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伝以心DEN心作業療法コラム

私の仕事（作業療法）では、障害や高齢で不便になった日常生活を立て直すためにご本

人やご家族の思いを聞き出しながら動作を練習したり住宅改修などの環境調整を提案し

ています。もちろん私一人でできることではなく、同僚、他の専門職、他の施設の人などと

の連携が欠かせません。そこで心がけているのはコミュニケーションギャップに注意する

ことです。

例えばご本人やご家族との間で「説明したのに」や「そういうことは言っていなかった

のに」ということが起きます。同僚や上司、他の専門職の方とは「言ったはずなのに」「そん

なつもりで言っていない」ということがあると気まずくなります。このように私と相手が

持っている情報のギャップに出あうたびに「観念のメガネ」の存在を意識します。

観念のメガネとは経験や体験を通じて身につけたその人特有のものの見方や考え方

です。自分も相手もこのメガネ越しに物ごとを見ているので自分が伝えたいことの100％

が相手には伝わらないのです。これはコミュニケーション能力２級認定講座（日本コミュ

ニケーション能力認定協会）で学びました。この講座ではお互いの信頼関係を築くために、

伝える、訊ねる、相手を価値ある存在と認めるといった技法を練習しました。その技術を

体得したとはいえませんがメガネの曇りに惑わされずに自分の意図通りに伝える、相手

の意図通りに受け止めることができるようにコミュニケーションを修行中です。

「観念のメガネ」

篠 原  美 穂
（杵築市立山香病院）
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活動報告 2015年11月▶2016年2月

センターまつり&げんきフェア2015作業療法コーナー設置
日　時：11月1日（日）10:00～15:30
場　所：大分県社会福祉介護研修センター
内　容：フラッグ作製、プラ板作製体験コーナー
　　　　パンフレット配布

大分大学開放イベント 作業療法コーナー設置
日　時：11月1日（日）9:00～14:00
場　所：大分大学
内　容：フラッグ作製、プラ板作製体験コーナー
　　　　パンフレット配布

「春日まつり」作業療法ミニフェスタ in 大分西
日　時：11月8日（日）8:30～14:00
場　所：王子中学校 体育館
内　容：フラッグ作製 作業療法相談コーナー
　　　　パンフレット配布

「ふるさとまつり2015」作業療法ミニフェスタ in 豊後大野市
日　時：11月8日（日）10:00～14:00
場　所：豊後大野市 大原総合体育館サブアリーナ
内　容：作業療法体験、作業療法相談コーナー
　　　　パンフレット配布

ジョブカフェおおいた 職業人講話
日　時：11月12日(木) 12:30～16:30
場　所：大分県立別府翔青高等学校
内　容：「作業療法とは何か」

「もみじまつり」作業療法ミニフェスタ in 臼杵
日　時：11月23日（月）10:00～13:00
場　所：臼杵市前田（白馬渓）
内　容：フラッグ作製、作業療法相談コーナー
　　　　パンフレット配布

臨床実習指導者育成道場
日　時：第1回 平成27年11月29日（日）10:00～15:00
　　　　第2回 平成27年12月10日（木）19:30～21:30
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：第1回　
　　　　① 臨床実習とは何か
　　　　 　講師：後藤 英子
　　　　 　（常務理事／大分リハビリテーション専門学校）
　　　　② 臨床実習指導方法論 ～理論と実践～
　　　　 　講師：洲上 祐亮
　　　　 　（教育研修部長／大分豊寿苑）
　　　　③ 近年の学生の傾向 臨床実習における最低基準
　　　　 　（養成校の立場から）
　　　　 　講師：藤原 肇
　　　　 　（常務理事／藤華医療技術専門学校）
　　　　④ クリニカルクラークシップ ～基本的な考え方～
　　　　 　講師：村田 健太
　　　　 　（地域研修部長／湯布院病院）　　
　　　　第2回
　　　　学生指導の事例を通したグループワーク

管理運営に関する研修会
日　時：平成27年12月20日（日）9:30～12:10
会　場：コンパルホール　
内　容：① 作業療法士の職業倫理　
　　　　 　講師：衛藤 博文
　　　　 　（有識者理事／元大分県議会事務局長）
　　　　② リスクマネジメントについて～ＲＣＡ分析～
　　　　 　講師：日隈 武治
　　　　 　（副会長／大分リハビリテーション専門学校）

制度対策研修会
日　時：平成27年12月20日（日）13:00～16:30
場　所：コンパルホール
内　容：「平成27年度介護報酬改定を受け作業療法士の
　　　　 在り方を考える」
　　　　① シンポジウム
　　　　 　「各施設の新加算算定への取り組みと現状」
　　　　 　講師：大塚 千枝
　　　　　　 　　（サンテラスながとみ）

　　　　　　 　　平野 政治
　　　　　　 　　（理事／明和記念病院）

　　　　　　 　　谷口 理恵
　　　　　　 　　（大分豊寿苑）

　　　　　　 　　日隈 武治
　　　　　　 　　（副会長／大分リハビリテーション専門学校）
　　　　② 講義
　　　 　　「制度の改定を受けて、
　　　　  　今後、作業療法士としてすべきこと」
　　　　 　講師：日隈 武治
　　　　 　　　　（副会長／大分リハビリテーション専門学校）

第２回 スポーツ大会
日　時：平成28年１月9日（土）13:30～16:30
場　所：大分県立総合体育館
内　容：① 会員交流イベント　シッティングバレーボール
　　　　② ユニバーサルスポーツ・パラリンピック競技体験会
　　　　 　車いすマラソン体験ブース、スラローム体験ブース

第19回 大分県作業療法学会
日　時：平成28年1月24日（日）9:30～16:00 
場　所：ホルトホール大分　
内　容：「地域の「力」～地域で必要とされる
　　　 　作業療法士になるために～ 」
特別講演：「地域包括ケアの実現に向けて
　　　　 ～作業療法士への期待～」 
　　　　講師：村井 千賀
　　　　　　　（厚生労働省老健局老人保健課課長補佐 作業療法士）
ワークショップ：
　　　　生活行為向上マネジメント実践編
　　　　講師：佐藤 友美
　　　　　　　（日本作業療法士協会 生活マネジメントプロジェクト
　　　　　　　推進委員／湯布院病院）
　　　　　　　＊実践報告者他3名
一般演題：27題　＊天候不良の為、当日23題発表

西春日サロン 作業療法出張講座
日　時：2月18日（木）10:30～11:30
場　所：西春日公民館
内　容：作業療法と排尿について

原画作成者：神谷輝子（長門記念病院）
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●本誌に掲載している写真については、すべてご本人・施設の了承を得ています。

公益社団法人　大分県作業療法協会
〒870-0038 大分県大分市西春日町3-2 大分県作業療法協会ビル

TEL：097-547-8662  FAX：097-547-8663
http://www.oita-ot.com

リハビリテーションのことや、作業療法
のことで分からなかったり、お困りのこ
とがありましたら、右記までご連絡くだ
さい。
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